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内容の要旨および審査の結果の要旨
外傷性股関節脱臼後に発生する大腿骨頭壊死を予防するために，脱臼を何時間以内に整復すべきかは，
いまだ不明である。本研究では，成熟イヌの股関節を脱臼させ，その骨頭内血流量を測定し，脱臼の持続
時間と骨頭内血流の関係および血行障害の可逆性について検討した。
雑種成熟イヌを用い，GOF調節麻酔下に股関節を手術的に展開し，骨頭を後方へ徒手的に脱臼させた。
脱臼の程度は骨頭が後方臼蓋縁を越えるまでとし，一定に保った。骨頭の血流を電気分解式水素クリアラ
ンス法により定量的に測定し，以下の実験を行なった。
実験Ａとして，成熟イヌ10頭を用い，正常時，脱臼直後，脱臼後直ちに整復した直後，の各々で血流測
定を行なった。実験Ｂとして，成熟イヌ15頭を用い，正常時，脱臼直後，脱臼位持続３時間後，脱臼位持
続６時間後，脱臼位持続９時間後，の各々で血流測定を行なった。実験Ｃとして，それぞれ成熟イヌ10頭
を用い，３時間脱臼位持続群，６時間脱臼位持続群および９時間脱臼位持続群を作成し，脱臼位持続時，
整復直後，整復１時間後，整復３時間後，の各々で血流測定を行なった。
その結果，脱臼直後の骨頭内血流量は正常時の39.8％に低下したが，脱臼後直ちに整復した場合には，
その血流量は正常時の73.1％までに回復した。脱臼位持続３時間後，脱臼位持続６時間後，脱臼位持続９
時間後の骨頭内血流量は，それぞれ正常時の35.8％，28.1％，171％で，脱臼時間の経過とともに低下し
ていた。脱臼位を３時間持続させた後に整復した場合では骨頭の血行障害に可逆性を認めたが，脱臼位を
９時間持続させた場合，骨頭内血流量は整復３時間後においても正常時の23.7％までにしか回復せず,1０
．．1．
骨頭中３骨頭Iま血流０の虚血状態力:持続した。
これらの実験結果から，外傷性股関節脱臼において，３時間以内の早期整復が骨頭内の血行状態回復に
とって望ましく，９時間以上脱臼が放置された場合，その血行障害は不可逆性となり，骨頭は壊死に陥る
可能性が高くなることが明らかとなった。
以上の研究は，外傷性股関節脱臼後の骨頭の血行状態の変化を定量的に証明したものであり，脱臼後に
続発する大腿骨頭壊死症を予防するうえでの貴重な新知見を示した労作であると考えられた。
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